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医療の現場から。

The Asia-Pacific Meeting on 
Simulation in Healthcare
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October 24-27 ,  2013

SimHealth 2013
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ご登録はこちらから
http://www.apmsh2013.com/

● 海外情報

　
国
内
最
大
規
模
を
誇
る「
お
き
な
わ

ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
ち
ゅ
らSim

）」が
２
０
１
２
年

３
月
、琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
敷

地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
厚
生
労
働
省
か

ら
の
地
域
医
療
再
生
基
金
に
基
づ
き
、

県
内
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

沖
縄
県
・
県
医
師
会
・
琉
球
大
学
が
一
丸
と

な
っ
て
開
設
し
た
も
の
だ
が
、構
想
段
階
か

ら
中
心
に
な
っ
て
牽
引
し
た
の
が
、現
在
、

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
大
屋
祐
輔
先
生
で

あ
る
。

　
ち
ゅ
らSim

が
つ
く
ら
れ
た
背
景
に
あ
っ

た
の
が
、地
域
医
療
崩
壊
に
対
す
る
強
い

危
機
感
だ
。厚
生
労
働
省
は
各
地
か
ら
あ

が
っ
た
悲
鳴
を
受
け
、医
学
部
の
定
員
増
、

休
職
医
師
の
復
職
支
援
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

活
用
な
ど
、矢
継
ぎ
早
に
施
策
を
打
ち
出

し
、順
次
、施
行
し
て
い
る
。し
か
し
、大
屋

先
生
を
は
じ
め
、沖
縄
県
の
医
療
関
係
者

の
な
か
に
は「
果
た
し
て
、そ
れ
だ
け
で
十

分
な
の
か
」と
の
疑
問
を
感
じ
た
人
が
少

な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
沖
縄
県
は
、医
師
の
確
保
と
定
着
に
関

し
て
、過
去
の
経
験
か
ら
教
育
研
修
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
強
く
認
識
し
て

き
た
そ
う
だ
。１
９
５
７
年
当
時
、沖
縄
県

出
身
で
奨
学
金
を
利
用
し
て
他
県
で
学
び

医
師
免
許
を
取
得
し
た
人
た
ち
は
、ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
沖
縄
県
に
戻
っ
て
き
た
。し

か
し
、１
９
６
５
年
に
な
る
と
、そ
の
数
は

半
減
し
、県
内
に
留
ま
ら
せ
て
お
く
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、県
立

中
部
病
院
が
米
ハ
ワ
イ
大
学
の
行
っ
て
い

た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
準
じ
た
研
修
医
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
の
を
機
に
、再
び

県
内
に
戻
っ
て
く
る
人
の
数
は
上
昇
に
転

じ
た
が
、そ
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

近
年
で
は
、２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

群
星
沖
縄（
臨
床
研
修
病
院
群
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）と
、琉
球
大
学
、県
立
病
院
、そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と

救
急
医
療
を
重
視
し
、現
場
主
義
で
研

修
医
を
育
て
て
、数
自
体
は
人
口
比
で

東
京
に
次
い
で
全
国
で
２
番
目
に
多
く

な
っ
た
。し
か
し
、こ
こ
で
も
５
年
を
経
過

す
る
と
残
っ
て
い
る
人
は
半
数
に
減
り
、

さ
ら
に
長
期
で
見
る
と
、減
少
傾
向
が

よ
り
一
層
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

PROFILE
Yusuke Ohya, MD, phD, FAHA

19 9 2年九州大学医学部卒業
後、同大学医学部附属病院にお
いて、高血圧、循環器疾患を専門
領域として臨床に従事。2002年
琉球大学医学部に准教授として
赴任。2009年より教授。現在、
おきなわクリニカルシミュレー
ションセンターのセンター長も
兼任。シミュレーション教育を軸
として、国内外の医療人の交流な
ど、センターのさまざまな可能性
を追求し続ける。

魅
力
あ
る
研
修
制
度
を
提
供
し

沖
縄
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
図
る
！

ア
ジ
ア
N
o.
１
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

チームワークの重要性を再認識！

大屋 祐輔 先生

おきなわクリニカルシミュレーションセンター  センター長
琉球大学大学院医学研究科 循環器・腎臓・神経内科学  教授

　Peter M. Winter Institute for Simulation Education 

and Research（WISER）, Pittsburghでの1年7ヵ月の

留学の集大成として、「The International Meeting on 

Simulation in Healthcare（IMSH）, Orlando, Florida, 

Jan 26th -30th 2013」に参加しました。

　プレカンファレンスコースとして行われたファカルティ

ディペロップメント（FD）シンポジウムにおいて、全体セッション

ではシミュレーションというより教育理論に重点が置かれ、

医療者教育のなかにも教育理論が必要であることを再認識

しました。さまざまなモデルや理論をすべてキャッチアップ

することはできませんでしたが、それらを意識しながら現場

教育を実践していくことが重要だと思いました。ワーク

ショップやレクチャーはより実践的な内容で、「In  S i t u  

S imulat ion: Staying Safe」では、臨床現場でシミュレー

ションを行う（In Situ Simulation）ときに懸念される点、

たとえばスケジューリング、ビデオ撮影の有無や撮影時の

患者さんへの配慮、使用する薬剤の取り扱いなどについて、

Dr. Robert Simon（Education Director, Center f o r  

Med ica l  Educat ion ,  Massachuset t s  General 

Hospital）が質問に答え、また皆で意見を出し合いました。

解決策はというとdepend（状況によりけり）になるのですが、

それぞれが行っている工夫は大変参考になるものでした。

　もう1つ楽しみにしていたプログラムは、Research :

「Whe re  Do  I  S t a r t ?」です。このIMSHで2つの演

題(Innovations in Simulation Research: International 

Journal Club, The Association of Leader Character-

istics with Critical Events and Survival during Crisis 

Team Tra in ing )を発表しましたが、浮かんでくる研究ア

イデアをどう実施していくのか疑問でした。このワークショ

ップでは自分の研究アイデアをワークシートを用いて

書き出し、同じようなテーマの参加者と議論しながら、Dr. 

MacGaghie（Loyola University Stritch School of 

Medic ine）やDr. Groom（Flor ida Internat ional  

University）から直接指導を受けることができました。学ん

だのは、はじめから完璧をめざして躊躇しないということ、そ

して、研究をするにはチームワークが必要だということです。

幸運なことに、帰国後、WISER、SimTikiとともに新たな研究

をスタートすることができました。すばらしいチームメンバー

に出会えたことがこの留学の最大の成果と実感しています。

　医学教育の展望と実践的で細やかな情報が得られ、大いに

知的欲求を刺激される学会でした。

シミュレーション教育に携わる方々への教育コースのご案内です。

SimCenterは、シミュレーション初心者から熟練したシナリオ開発者まで、すべてのユーザーがそ
れぞれの可能性を最大限に発揮するために役立つツールとサービスを提供し、シミュレーションを
かつてないほど簡単に、そして実りあるものにします。

ハワイ大学SimTikiシミュレーションセン

ターで開催されている指導者向け入門コース

の完全日本語版で、ハワイ大学とおきなわク

リニカルシミュレーションセンターから正式

な認定書が発行されます。シミュレーション

教育における指導の基本（概念、ディブリー

フィング、評価等）を、講義とシミュレータを

使用したシミュレーション体験（学習者およ

び指導者体験）から学びます。

■ SimViewとは？

■ SimViewの主な仕様

・使いやすいAV機器で構成されています。
・シミュレーショントレーニングを記録し、注釈
を追加できます。

・高い生産性を実現し、一対一または大人数を
対象とした学習に活用できます。

・効果的な評価が行えるよう、質の高いフィード
バックが提供されます。

■ SimViewの機能

SimViewは、複数のカメラおよびマイクと統合
するように設計されています。PCには十分な容
量があり、ユーザーが指定した外部の保管場所
を利用することもできます。

・同時使用が可能な4つのHDカメラ入力
・デジタルIP、アナログ、ならびにUSBカメラ
・PTZカメラ制御
・1つのデジタル音声入力

■ SimViewの特長

・遠隔地からのディブリーフィングを容易にします。
・4つのカメラのライブ映像と情報を表示できます。
・ウェブツールを使用して、どこからでもネット
ワーク上のディブリーフィングデータを閲覧す
ることができます。

・保存および検索のため、ディブリーフィン
グアーカイブを検索し閲覧することができ
ます。

レールダルでは、新製品の情報や
イベント案内、季刊誌RealL IFE
（年2回発行）など、皆様へのお役立
ち情報を定期的に配信しています。
購読を希望される方はWeb登録
フォームからお申し込みください。

APMSH 2013が上海で開催されます。レールダルは
メインスポンサーとして出展いたします。

海外の最先端を行くシミュレーション事情を
ぜひご視察ください。

展示会・イベントスケジュール

http://www.laerdal.com/

①

②

https://x262.secure.ne.jp/~x262007/laerdal/mailmagazine/

対象

次回開講予定

詳細とお申し込み方法はレールダルのサイトでご確認ください。

コースディレクター ……

レールダルマガジン配信中

募集定員 ……………… 36名（5-6グループ）

受講料 ………………… 70,000万円（税別）

ハワイ大学 SimTiki

Benjamin Berg先生

8/31（土）～ 9/ 1（日） 場所：東京慈恵会医科大学 
10/19（月）～10/20（火） 場所：沖縄県内（予定）
11/23（土）～11/24（日） 場所：東京慈恵会医科大学

琉球大学医学部附属病院
地域医療教育開発講座

阿部幸恵先生

臨床現場や教育機関で指導に携わり、
シミュレーション教育に興味をお持ちの方

「The International Meeting on Simulation in Healthcare（IMSH）, 
Orlando, Florida, Jan 26th - 30th 2013」に参加して

● 国内情報

第49回日本周産期・新生児医学会学術集会
パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

2 0 13 .7.14～7.16 .

む
り
ぶ
し

第45回日本医学教育学会大会
千葉大学亥鼻キャンパス（千葉県千葉市）

2 0 13 .7. 2 6～7. 2 7.　

日本災害看護学会 第15回年次大会 
札幌コンベンションセンター（北海道札幌市）

2 0 13 . 8 . 2 2～8 . 2 3 . 

第17回日本看護管理学会学術集会
東京ビックサイト（東京都江東区）

2 0 13 . 8 . 24～8 . 2 5 .   

第15回日本救急看護学会学術集会
福岡国際会議場（福岡県福岡市）

2 0 13 .10 .19～10 . 2 0 .  

第41回日本救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .10 . 2 1～10 . 2 3 .

第32回日本蘇生学会大会
内田洋行 ユビキタス協創広場  CANVAS東京（東京都中央区）

2 0 13 .11. 8～11.9 . 

第58回日本未熟児新生児学会・学術総会
石川県立音楽堂、ANAクラウンプラザホテル（石川県金沢市）

2 0 13 .11. 3 0～12 . 2 .

ERC（European Resuscitation Council）
Auditorium Maximum Jagiellonian University（ポーランド）

APMSH
（Asia Pacific Meeting on Simulation in Healthcare）
Grand Hyatt Shanghai hotel（上海）

2 0 13 .10 . 24～10 . 2 7.

2 0 13 .10 . 2 5～10 . 2 6 .

ご登録はこちらから

※詳細な仕様、利用できる装置や据付の選択は、営業担当者
　までお問い合わせください。

http://simhealth.com.au/

http://simhealth.com.au/register

AHA Ress & Scientific Session
Dallas Convention Center（アメリカ）

2 0 13 .11.16～11. 2 0 .

SimHealth 2013
Brisbane Convention Center and Exhibition（オーストラリア）

2 0 13 . 9 .16～9 . 2 0 .

第16回 日本臨床救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .7.12～7.13 .

獨協医科大学越谷病院
救急医療科

岩下 寛子 先生

SimTectと共同開催となります、今年のタイトルは、
“Crossing Boundaries”
レールダル メディカル社はプラチナスポンサーとして
出展いたします。

シミュレーションを成功させるための環境を作り出します

SimViewTM

SimViewは、実施したシミュレーションを録画
し、再生して分析することができ、トレーニング内
容を細部にいたるまで評価することができます。

学習の成果を改善するためのディブリーフィングデータの共有

（編集部注）IMSHのアジア・太平洋地域の大会「The Asia-Pacific Meeting on 
　　　　　　Simulation in Healthcare（APMSH）」が本年10月24日から27日に
　　　　　 かけて、上海で開催されます。

※獨協医科大学越谷病院 救急医療科の岩下寛子先生よりIMSH 2013に参加した際の所感をご寄稿いただきました。

レールダル広報誌 購読のお申込

・定期購読のお申込：登録フォームへ
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は
、海
外
の
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る
。理
由

は
、「
国
内
で
手
本
に
な
る
施
設
は
い
く
つ

か
あ
っ
た
も
の
の
、理
念
、理
想
と
い
う
点

で
は
海
外
の
施
設
に
学
ん
だ
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
た
か
ら
」だ
そ
う
だ
。
沖
縄
県
は

前
述
し
た
県
立
中
部
病
院
の
研
修
制
度
の

経
験
か
ら
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
結
び
つ
き
が

強
く
、群
星
沖
縄
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
。こ
う
し
た
米
国
の
各
大
学
の

施
設
を
中
心
に
多
く
の
施
設
を
見
学
。

そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
と
く
に
協
力
を
求
め

た
の
が
、ハ
ワ
イ
大
学
で
あ
る
。「
米
軍
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
講
師
と
し

て
来
て
い
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・バ
ー
グ
先
生
に

直
接
、協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ハ
ワ
イ

大
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、さ
ら
に

琉
球
大
学
自
身
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
で
す
」（
大
屋
先
生
）。
完
成
し
た

施
設
は
、約
２
２
５
０
㎡
。
採
光
、風
通

し
、廊
下
幅
な
ど
細
部
も
十
分
検
討
し
、

基
本
的
な
診
療
技
能
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

救
急
・
集
中
治
療
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

専
門
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン―

を
設
置
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
欠
か
せ
な
い
設

備
類
も
最
新
鋭
の
機
器
を
数
多
く
揃
え
、

ど
の
よ
う
な
研
修
内
容
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
運
営
す
る
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、

ち
ゅ
らSim

を
大
屋
先
生
と
と
も
に
両
輪

と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
が
、副
セ
ン
タ
ー
長

の
阿
部
幸
恵
先
生
で
あ
る
。豊
富
な
臨
床

経
験
を
有
す
る
阿
部
先
生
は
教
員
と
し

て
の
役
割
に
加
え
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
看
護

師
資
格
を
有
す
る
２
名
を
採
用
。教
育
内

容
に
関
与
す
る
ほ
か
、大
き
な
研
修
会
で

教
育
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
手
掛
け
た
り
す
る
。こ
の

ほ
か
、海
外
の
機
関
と
連
携
を
図
る
際
の

渉
外
役
と
な
る
事
務
職
員
や
保
守
管
理

担
当
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信

担
当
者
な
ど
を
揃
え
て
い
る
。

　
利
用
者
は
、大
屋
先
生
が「
単
な
る
箱

モ
ノ
に
は
し
た
く
な
い
」と
の
決
意
で
進
め

て
き
た
と
お
り
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
ほ
と

ん
ど
の
月
で
の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
も
と
も
と
は
沖
縄
県
下
の
す
べ
て
の

医
療
系
学
生
お
よ
び
医
療
者
を
対
象
と

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、多
機
能
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
材
を
豊
富
に
保
有
し

て
い
る
だ
け
に
、県
外
か
ら
の
利
用
者
も
少

な
く
な
い
。こ
れ
は
、大
屋
先
生
が
述
べ
る

「
ち
ゅ
らSim

は
沖
縄
全
体
の
も
の
で
あ

り
、県
内
の
研
修
病
院
の
医
師
、看
護

師
、薬
剤
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
者

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
企
画
・
運
営
を
行

っ
て
い
る
」こ
と
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う

だ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
は
、県
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
て
医
療
の
お
も
し
ろ

さ
を
知
っ
て
も
ら
う「K

id’s 
Sim

」、県

外
の
修
学
旅
行
生
を
対
象
に
し
た
「
医

療
者
体
験
ツ
ア
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
も
あ
る
。さ
ら
に
、在
沖
縄
海
軍
病

院
が
行
っ
て
い
る
米
国
外
科
学
会
認
定

の
災
害
救
急
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
中

国
か
ら
の
看
護
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

ハ
ワ
イ
大
学
と
結
ん
で
の
遠
隔
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ま
で
多
彩
に
実
施
し
て
い
る
。
将

来
は
日
本
本
土
と
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
積
極
的
に
情
報

発
信
を
行
い
、さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
だ
。

　
ち
ゅ
らSim

が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
。

行
政
か
ら
の
支
援
が
な
く
な
る
今
後
を

見
据
え
、着
実
に
地
盤
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

沖
縄
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

中
核
拠
点
と
し
て
、歩
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。

つ
ま
り
、「
医
師
確
保
に
は
魅
力
あ
る
研
修

制
度
が
必
要
で
あ
る
」（
大
屋
先
生
）こ
と
は

歴
史
が
物
語
っ
て
お
り
、同
時
に
、従
来
型

の
研
修
制
度
だ
け
で
は
定
着
が
覚
束
な
い

こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
折
、２
０
０
９
年
度
の
第
一

次
補
正
予
算
で
都
道
府
県
に
地
域
医
療

再
生
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
。

県
の
医
療
関
係
者
が
集
ま
り
使
い
道
を

議
論
し
て
い
た
際
に
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
提
案
し
た
の
が
大
屋

先
生
だ
。「
沖
縄
に
は
こ
れ
ま
で
も
研
修
制

度
が
あ
り
ま
し
た
が
、定
着
率
を
あ
げ
る

に
は
、現
場
主
義
の
臨
床
教
育
を
充
実

さ
せ
、沖
縄
の
医
療
の
優
位
性
を
さ
ら
に

高
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
会
議
で

は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た

が
、『
沖
縄
の
み
ん
な
で
使
え
て
教
育
研

修
に
役
立
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
は
ど
う
か
』と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、瞬
時
に
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
れ
も
、沖
縄
の
研
修
関
係
者
た
ち
に

先
進
性
が
あ
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
、施
設
の

枠
組
み
を
超
え
て
多
く
の
関
係
者
の
心
を

一
つ
に
す
る
意
味
を
込
め
て
掲
げ
た
目
標
が

「
日
本
一
・
ア
ジ
ア
一
の
レ
ベ
ル
の
高
い
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
す
」
。
そ
し
て
、大
屋
先
生
自
身
は

「
単
な
る
箱
モ
ノ
づ
く
り
で
は
な
く
、き
ち

ん
と
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
教
育
を
実
践
す
る
場
と
す
る
」

こ
と
を
決
意
。「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
置
い
て

あ
る
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、常
に
人
が

集
ま
り
、学
べ
る
施
設
に
す
る
こ
と
」
を

強
く
意
識
し
、具
体
的
な
構
想
を
固
め
て

い
っ
た
と
い
う
。

　
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
大
屋
先
生
は
、

い
く
つ
も
の
施
設
を
視
察
。
そ
の
な
か
に

の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
県
内
の
医
療

者
に
指
導
者
養
成
研
修
会
へ
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
重
視
し
て
い
る

の
は
、「
プ
ロ
の
医
療
者
と
し
て
ど
の
よ
う

に
患
者
さ
ん
と
接
し
、立
ち
居
振
る
舞
う

べ
き
か
を
知
る
」と
い
う
こ
と
。別
の
言
葉

で
い
え
ば“

医
療
者
魂”

の
会
得
で
す
。そ
の

た
め
、デ
ィ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
常
に
患
者

さ
ん
を
中
心
に
置
き
、医
療
者
が
ス
マ
ー
ト

に
動
け
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、患
者
さ
ん

に
と
っ
て
最
良
の
医
療
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
大
切
な
の
は
、指
導
者
が「
教
え

な
い
」
と
い
う
姿
勢
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
で
は
失
敗
が
許
さ
れ
ま
す
。「
そ
の

処
置
を
し
た
の
は
、な
ぜ
？
」「
根
拠
は
？
」

な
ど
と
振
り
返
っ
て
い
く
な
か
で
、「
こ
う

し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い…

」

と
い
う
学
習
者
の
学
び
を
導
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、そ
れ
が
一
つ
の
到
達
点
だ
と

私
は
評
価
し
ま
す
。学
習
者
自
ら
の
試
行

錯
誤
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
技
術
や
知
識

こ
そ
臨
床
で
の
実
践
力
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、県
外
の
医
療

者
も
よ
り
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
育

体
制
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
。そ

れ
と
、日
本
全
国
の
既
存
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ラ
ボ
等
の
稼
働
実
態
に

関
す
る
情
報
を
横
断
的
に
収
集
す
る
た
め
、

各
施
設
の
管
理
者
が
一
堂
に
会
す
る

“

サ
ミ
ッ
ト”

の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
が

実
現
で
き
れ
ば
、ソ
フ
ト
・ハ
ー
ド
の
資
源

を
地
域
単
位
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
裾
野

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
役
を
沖
縄
が
担
え

る
よ
う
、引
き
続
き
尽
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　
２
０
１
０
年
12
月
に
琉
球
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
沖
縄
と
の
最
初
の
出
会

い
で
す
。
わ
ず
か
２
日
間
の
日
程
で
し
た

が
、こ
ち
ら
の
県
民
性
で
し
ょ
う
か
、施
設

や
職
種
の
垣
根
を
越
え
、一
丸
と
な
っ
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
の
熱
意
に
打
た
れ
、赴
任
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
翌
年
４
月
、単
身
で
沖
縄
に
赴
任
。そ
の

１
年
後
に
当
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
す
る
ま
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
廊
下
・
階
段
等
の

設
計
上
の
工
夫
、壁
や
床
の
色
づ
か
い
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
、妥
協
す
る
こ

と
な
く
決
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
廊
下
や

階
段
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
て
い
る
の

は
、県
内
の
す
べ
て
の
研
修
医
が
同
時
に

参
加
し
て
も
右
往
左
往
し
な
い
で
す
む

よ
う
に
す
る
た
め
。ま
た
、米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
、米
ハ
ワ
イ
大
学
の
支
援
を
受
け
、
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Real  SCENE.
医療の現場から。

Real  TALK.
医療の現場から。

1986年防衛医科大学高等看護学院卒業。循環器、救命
救急の臨床経験を経て看護教員へ。1997年から2006年
まで、聖徳大学、同大学大学院で教育を学び、小学校教員
免許、児童学博士取得。2006年東京医科大学病院クリニ
カルシミュレーションラボ専任管理者・助教。2011年琉球
大学医学部附属病院地域医療教育開発講座准教授就任。
2012年より現職。

外科的手術や救急医療、集中治療を再現できる
「シミュレーションルーム」、臓器の一部を
利用した外科的手技のトレーニングが行える
「ウェットラボ」、専門的に技術を学ぶ多目的な
「トレーニングルーム」を設置。各部屋にはコン
トロールルームとディブリーフィングルームも
用意されている。

ディブリーフィングは「教えない」スタイルで！
患者の視座に立てる“医療者魂”を伝えたい。

おきなわクリニカル  
シミュレーションセンター  副センター長
琉球大学医学部附属病院  
地域医療教育開発講座  教授

阿部 幸恵 先生

救命救急室・手術室・
集中治療室を再現

1 F

15のクリニカルトレーニングルームを備え、
各部屋はすべて中央のコントロールルームか
らマジックミラー越しに観察やシミュレータ
の操作が行えるようになっている。

新人の多重課題や医療チームでの
急変対応、１階の救命救急室、手
術室、集中治療室からの移送、病
床での処置など、さまざまな状況
下での対応を学ぶことができ
る。

病棟・外来診療室を再現

パターン1：病棟

客観的臨床能力試験や医療面接
などの練習、外来での対応などを
学ぶことができる。

パターン2：診察室

グループワークやシミュレーション
の振り返りを行うことができる。

パターン3：ディブリーフィング

2 F

講習会や集団トレーニングなど多目的に使用で
きるホールで、スクール形式であれば130名の
収容が可能。可動壁で部屋を2つに分けて使う
こともできる。
オープンスペースに設置されたリフレッシュコー
ナーは、休憩等に利用することはもちろん、打ち
合わせに使用することもできる。

多目的に使用できる大ホール

3 F

PROFILE
Yukie Abe

Okinawa Clinical Simulation Center

ちゅらSimのスタッフとともに
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は
、海
外
の
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る
。理
由

は
、「
国
内
で
手
本
に
な
る
施
設
は
い
く
つ

か
あ
っ
た
も
の
の
、理
念
、理
想
と
い
う
点

で
は
海
外
の
施
設
に
学
ん
だ
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
た
か
ら
」だ
そ
う
だ
。
沖
縄
県
は

前
述
し
た
県
立
中
部
病
院
の
研
修
制
度
の

経
験
か
ら
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
結
び
つ
き
が

強
く
、群
星
沖
縄
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
。こ
う
し
た
米
国
の
各
大
学
の

施
設
を
中
心
に
多
く
の
施
設
を
見
学
。

そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
と
く
に
協
力
を
求
め

た
の
が
、ハ
ワ
イ
大
学
で
あ
る
。「
米
軍
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
講
師
と
し

て
来
て
い
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・バ
ー
グ
先
生
に

直
接
、協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ハ
ワ
イ

大
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、さ
ら
に

琉
球
大
学
自
身
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
で
す
」（
大
屋
先
生
）。
完
成
し
た

施
設
は
、約
２
２
５
０
㎡
。
採
光
、風
通

し
、廊
下
幅
な
ど
細
部
も
十
分
検
討
し
、

基
本
的
な
診
療
技
能
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

救
急
・
集
中
治
療
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

専
門
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン―

を
設
置
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
欠
か
せ
な
い
設

備
類
も
最
新
鋭
の
機
器
を
数
多
く
揃
え
、

ど
の
よ
う
な
研
修
内
容
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
運
営
す
る
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、

ち
ゅ
らSim

を
大
屋
先
生
と
と
も
に
両
輪

と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
が
、副
セ
ン
タ
ー
長

の
阿
部
幸
恵
先
生
で
あ
る
。豊
富
な
臨
床

経
験
を
有
す
る
阿
部
先
生
は
教
員
と
し

て
の
役
割
に
加
え
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
看
護

師
資
格
を
有
す
る
２
名
を
採
用
。教
育
内

容
に
関
与
す
る
ほ
か
、大
き
な
研
修
会
で

教
育
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
手
掛
け
た
り
す
る
。こ
の

ほ
か
、海
外
の
機
関
と
連
携
を
図
る
際
の

渉
外
役
と
な
る
事
務
職
員
や
保
守
管
理

担
当
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信

担
当
者
な
ど
を
揃
え
て
い
る
。

　
利
用
者
は
、大
屋
先
生
が「
単
な
る
箱

モ
ノ
に
は
し
た
く
な
い
」と
の
決
意
で
進
め

て
き
た
と
お
り
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
ほ
と

ん
ど
の
月
で
の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
も
と
も
と
は
沖
縄
県
下
の
す
べ
て
の

医
療
系
学
生
お
よ
び
医
療
者
を
対
象
と

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、多
機
能
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
材
を
豊
富
に
保
有
し

て
い
る
だ
け
に
、県
外
か
ら
の
利
用
者
も
少

な
く
な
い
。こ
れ
は
、大
屋
先
生
が
述
べ
る

「
ち
ゅ
らSim

は
沖
縄
全
体
の
も
の
で
あ

り
、県
内
の
研
修
病
院
の
医
師
、看
護

師
、薬
剤
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
者

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
企
画
・
運
営
を
行

っ
て
い
る
」こ
と
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う

だ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
は
、県
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
て
医
療
の
お
も
し
ろ

さ
を
知
っ
て
も
ら
う「K

id’s 
Sim

」、県

外
の
修
学
旅
行
生
を
対
象
に
し
た
「
医

療
者
体
験
ツ
ア
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
も
あ
る
。さ
ら
に
、在
沖
縄
海
軍
病

院
が
行
っ
て
い
る
米
国
外
科
学
会
認
定

の
災
害
救
急
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
中

国
か
ら
の
看
護
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

ハ
ワ
イ
大
学
と
結
ん
で
の
遠
隔
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ま
で
多
彩
に
実
施
し
て
い
る
。
将

来
は
日
本
本
土
と
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
積
極
的
に
情
報

発
信
を
行
い
、さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
だ
。

　
ち
ゅ
らSim

が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
。

行
政
か
ら
の
支
援
が
な
く
な
る
今
後
を

見
据
え
、着
実
に
地
盤
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

沖
縄
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

中
核
拠
点
と
し
て
、歩
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。

つ
ま
り
、「
医
師
確
保
に
は
魅
力
あ
る
研
修

制
度
が
必
要
で
あ
る
」（
大
屋
先
生
）こ
と
は

歴
史
が
物
語
っ
て
お
り
、同
時
に
、従
来
型

の
研
修
制
度
だ
け
で
は
定
着
が
覚
束
な
い

こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
折
、２
０
０
９
年
度
の
第
一

次
補
正
予
算
で
都
道
府
県
に
地
域
医
療

再
生
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
。

県
の
医
療
関
係
者
が
集
ま
り
使
い
道
を

議
論
し
て
い
た
際
に
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
提
案
し
た
の
が
大
屋

先
生
だ
。「
沖
縄
に
は
こ
れ
ま
で
も
研
修
制

度
が
あ
り
ま
し
た
が
、定
着
率
を
あ
げ
る

に
は
、現
場
主
義
の
臨
床
教
育
を
充
実

さ
せ
、沖
縄
の
医
療
の
優
位
性
を
さ
ら
に

高
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
会
議
で

は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た

が
、『
沖
縄
の
み
ん
な
で
使
え
て
教
育
研

修
に
役
立
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
は
ど
う
か
』と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、瞬
時
に
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
れ
も
、沖
縄
の
研
修
関
係
者
た
ち
に

先
進
性
が
あ
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
、施
設
の

枠
組
み
を
超
え
て
多
く
の
関
係
者
の
心
を

一
つ
に
す
る
意
味
を
込
め
て
掲
げ
た
目
標
が

「
日
本
一
・
ア
ジ
ア
一
の
レ
ベ
ル
の
高
い
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
す
」
。
そ
し
て
、大
屋
先
生
自
身
は

「
単
な
る
箱
モ
ノ
づ
く
り
で
は
な
く
、き
ち

ん
と
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
教
育
を
実
践
す
る
場
と
す
る
」

こ
と
を
決
意
。「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
置
い
て

あ
る
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、常
に
人
が

集
ま
り
、学
べ
る
施
設
に
す
る
こ
と
」
を

強
く
意
識
し
、具
体
的
な
構
想
を
固
め
て

い
っ
た
と
い
う
。

　
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
大
屋
先
生
は
、

い
く
つ
も
の
施
設
を
視
察
。
そ
の
な
か
に

の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
県
内
の
医
療

者
に
指
導
者
養
成
研
修
会
へ
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
重
視
し
て
い
る

の
は
、「
プ
ロ
の
医
療
者
と
し
て
ど
の
よ
う

に
患
者
さ
ん
と
接
し
、立
ち
居
振
る
舞
う

べ
き
か
を
知
る
」と
い
う
こ
と
。別
の
言
葉

で
い
え
ば“

医
療
者
魂”

の
会
得
で
す
。そ
の

た
め
、デ
ィ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
常
に
患
者

さ
ん
を
中
心
に
置
き
、医
療
者
が
ス
マ
ー
ト

に
動
け
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、患
者
さ
ん

に
と
っ
て
最
良
の
医
療
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
大
切
な
の
は
、指
導
者
が「
教
え

な
い
」
と
い
う
姿
勢
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
で
は
失
敗
が
許
さ
れ
ま
す
。「
そ
の

処
置
を
し
た
の
は
、な
ぜ
？
」「
根
拠
は
？
」

な
ど
と
振
り
返
っ
て
い
く
な
か
で
、「
こ
う

し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い…

」

と
い
う
学
習
者
の
学
び
を
導
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、そ
れ
が
一
つ
の
到
達
点
だ
と

私
は
評
価
し
ま
す
。学
習
者
自
ら
の
試
行

錯
誤
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
技
術
や
知
識

こ
そ
臨
床
で
の
実
践
力
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、県
外
の
医
療

者
も
よ
り
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
育

体
制
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
。そ

れ
と
、日
本
全
国
の
既
存
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ラ
ボ
等
の
稼
働
実
態
に

関
す
る
情
報
を
横
断
的
に
収
集
す
る
た
め
、

各
施
設
の
管
理
者
が
一
堂
に
会
す
る

“

サ
ミ
ッ
ト”

の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
が

実
現
で
き
れ
ば
、ソ
フ
ト
・ハ
ー
ド
の
資
源

を
地
域
単
位
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
裾
野

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
役
を
沖
縄
が
担
え

る
よ
う
、引
き
続
き
尽
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　
２
０
１
０
年
12
月
に
琉
球
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
沖
縄
と
の
最
初
の
出
会

い
で
す
。
わ
ず
か
２
日
間
の
日
程
で
し
た

が
、こ
ち
ら
の
県
民
性
で
し
ょ
う
か
、施
設

や
職
種
の
垣
根
を
越
え
、一
丸
と
な
っ
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
の
熱
意
に
打
た
れ
、赴
任
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
翌
年
４
月
、単
身
で
沖
縄
に
赴
任
。そ
の

１
年
後
に
当
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
す
る
ま
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
廊
下
・
階
段
等
の

設
計
上
の
工
夫
、壁
や
床
の
色
づ
か
い
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
、妥
協
す
る
こ

と
な
く
決
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
廊
下
や

階
段
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
て
い
る
の

は
、県
内
の
す
べ
て
の
研
修
医
が
同
時
に

参
加
し
て
も
右
往
左
往
し
な
い
で
す
む

よ
う
に
す
る
た
め
。ま
た
、米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
、米
ハ
ワ
イ
大
学
の
支
援
を
受
け
、
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Real  SCENE.
医療の現場から。

Real  TALK.
医療の現場から。

1986年防衛医科大学高等看護学院卒業。循環器、救命
救急の臨床経験を経て看護教員へ。1997年から2006年
まで、聖徳大学、同大学大学院で教育を学び、小学校教員
免許、児童学博士取得。2006年東京医科大学病院クリニ
カルシミュレーションラボ専任管理者・助教。2011年琉球
大学医学部附属病院地域医療教育開発講座准教授就任。
2012年より現職。

外科的手術や救急医療、集中治療を再現できる
「シミュレーションルーム」、臓器の一部を
利用した外科的手技のトレーニングが行える
「ウェットラボ」、専門的に技術を学ぶ多目的な
「トレーニングルーム」を設置。各部屋にはコン
トロールルームとディブリーフィングルームも
用意されている。

ディブリーフィングは「教えない」スタイルで！
患者の視座に立てる“医療者魂”を伝えたい。

おきなわクリニカル  
シミュレーションセンター  副センター長
琉球大学医学部附属病院  
地域医療教育開発講座  教授

阿部 幸恵 先生

救命救急室・手術室・
集中治療室を再現

1 F

15のクリニカルトレーニングルームを備え、
各部屋はすべて中央のコントロールルームか
らマジックミラー越しに観察やシミュレータ
の操作が行えるようになっている。

新人の多重課題や医療チームでの
急変対応、１階の救命救急室、手
術室、集中治療室からの移送、病
床での処置など、さまざまな状況
下での対応を学ぶことができ
る。

病棟・外来診療室を再現

パターン1：病棟

客観的臨床能力試験や医療面接
などの練習、外来での対応などを
学ぶことができる。

パターン2：診察室

グループワークやシミュレーション
の振り返りを行うことができる。

パターン3：ディブリーフィング

2 F

講習会や集団トレーニングなど多目的に使用で
きるホールで、スクール形式であれば130名の
収容が可能。可動壁で部屋を2つに分けて使う
こともできる。
オープンスペースに設置されたリフレッシュコー
ナーは、休憩等に利用することはもちろん、打ち
合わせに使用することもできる。

多目的に使用できる大ホール

3 F

PROFILE
Yukie Abe

Okinawa Clinical Simulation Center

ちゅらSimのスタッフとともに
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は
、海
外
の
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る
。理
由

は
、「
国
内
で
手
本
に
な
る
施
設
は
い
く
つ

か
あ
っ
た
も
の
の
、理
念
、理
想
と
い
う
点

で
は
海
外
の
施
設
に
学
ん
だ
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
た
か
ら
」だ
そ
う
だ
。
沖
縄
県
は

前
述
し
た
県
立
中
部
病
院
の
研
修
制
度
の

経
験
か
ら
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
結
び
つ
き
が

強
く
、群
星
沖
縄
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

や
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
。こ
う
し
た
米
国
の
各
大
学
の

施
設
を
中
心
に
多
く
の
施
設
を
見
学
。

そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
と
く
に
協
力
を
求
め

た
の
が
、ハ
ワ
イ
大
学
で
あ
る
。「
米
軍
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
講
師
と
し

て
来
て
い
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・バ
ー
グ
先
生
に

直
接
、協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ハ
ワ
イ

大
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、さ
ら
に

琉
球
大
学
自
身
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
で
す
」（
大
屋
先
生
）。
完
成
し
た

施
設
は
、約
２
２
５
０
㎡
。
採
光
、風
通

し
、廊
下
幅
な
ど
細
部
も
十
分
検
討
し
、

基
本
的
な
診
療
技
能
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

救
急
・
集
中
治
療
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン
、

専
門
医
療
を
学
ぶ
ゾ
ー
ン―

を
設
置
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
欠
か
せ
な
い
設

備
類
も
最
新
鋭
の
機
器
を
数
多
く
揃
え
、

ど
の
よ
う
な
研
修
内
容
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
運
営
す
る
側
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、

ち
ゅ
らSim

を
大
屋
先
生
と
と
も
に
両
輪

と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
が
、副
セ
ン
タ
ー
長

の
阿
部
幸
恵
先
生
で
あ
る
。豊
富
な
臨
床

経
験
を
有
す
る
阿
部
先
生
は
教
員
と
し

て
の
役
割
に
加
え
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
看
護

師
資
格
を
有
す
る
２
名
を
採
用
。教
育
内

容
に
関
与
す
る
ほ
か
、大
き
な
研
修
会
で

教
育
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
手
掛
け
た
り
す
る
。こ
の

ほ
か
、海
外
の
機
関
と
連
携
を
図
る
際
の

渉
外
役
と
な
る
事
務
職
員
や
保
守
管
理

担
当
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信

担
当
者
な
ど
を
揃
え
て
い
る
。

　
利
用
者
は
、大
屋
先
生
が「
単
な
る
箱

モ
ノ
に
は
し
た
く
な
い
」と
の
決
意
で
進
め

て
き
た
と
お
り
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
ほ
と

ん
ど
の
月
で
の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い

る
。
も
と
も
と
は
沖
縄
県
下
の
す
べ
て
の

医
療
系
学
生
お
よ
び
医
療
者
を
対
象
と

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、多
機
能
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
材
を
豊
富
に
保
有
し

て
い
る
だ
け
に
、県
外
か
ら
の
利
用
者
も
少

な
く
な
い
。こ
れ
は
、大
屋
先
生
が
述
べ
る

「
ち
ゅ
らSim

は
沖
縄
全
体
の
も
の
で
あ

り
、県
内
の
研
修
病
院
の
医
師
、看
護

師
、薬
剤
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
者

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
企
画
・
運
営
を
行

っ
て
い
る
」こ
と
と
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う

だ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
は
、県
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
て
医
療
の
お
も
し
ろ

さ
を
知
っ
て
も
ら
う「K

id’s 
Sim

」、県

外
の
修
学
旅
行
生
を
対
象
に
し
た
「
医

療
者
体
験
ツ
ア
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
も
あ
る
。さ
ら
に
、在
沖
縄
海
軍
病

院
が
行
っ
て
い
る
米
国
外
科
学
会
認
定

の
災
害
救
急
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
中

国
か
ら
の
看
護
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

ハ
ワ
イ
大
学
と
結
ん
で
の
遠
隔
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ま
で
多
彩
に
実
施
し
て
い
る
。
将

来
は
日
本
本
土
と
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
積
極
的
に
情
報

発
信
を
行
い
、さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
だ
。

　
ち
ゅ
らSim

が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
。

行
政
か
ら
の
支
援
が
な
く
な
る
今
後
を

見
据
え
、着
実
に
地
盤
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

沖
縄
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

中
核
拠
点
と
し
て
、歩
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。

つ
ま
り
、「
医
師
確
保
に
は
魅
力
あ
る
研
修

制
度
が
必
要
で
あ
る
」（
大
屋
先
生
）こ
と
は

歴
史
が
物
語
っ
て
お
り
、同
時
に
、従
来
型

の
研
修
制
度
だ
け
で
は
定
着
が
覚
束
な
い

こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
折
、２
０
０
９
年
度
の
第
一

次
補
正
予
算
で
都
道
府
県
に
地
域
医
療

再
生
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
。

県
の
医
療
関
係
者
が
集
ま
り
使
い
道
を

議
論
し
て
い
た
際
に
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
提
案
し
た
の
が
大
屋

先
生
だ
。「
沖
縄
に
は
こ
れ
ま
で
も
研
修
制

度
が
あ
り
ま
し
た
が
、定
着
率
を
あ
げ
る

に
は
、現
場
主
義
の
臨
床
教
育
を
充
実

さ
せ
、沖
縄
の
医
療
の
優
位
性
を
さ
ら
に

高
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
会
議
で

は
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た

が
、『
沖
縄
の
み
ん
な
で
使
え
て
教
育
研

修
に
役
立
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
は
ど
う
か
』と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、瞬
時
に
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
れ
も
、沖
縄
の
研
修
関
係
者
た
ち
に

先
進
性
が
あ
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
、施
設
の

枠
組
み
を
超
え
て
多
く
の
関
係
者
の
心
を

一
つ
に
す
る
意
味
を
込
め
て
掲
げ
た
目
標
が

「
日
本
一
・
ア
ジ
ア
一
の
レ
ベ
ル
の
高
い
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
す
」
。
そ
し
て
、大
屋
先
生
自
身
は

「
単
な
る
箱
モ
ノ
づ
く
り
で
は
な
く
、き
ち

ん
と
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
教
育
を
実
践
す
る
場
と
す
る
」

こ
と
を
決
意
。「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
置
い
て

あ
る
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、常
に
人
が

集
ま
り
、学
べ
る
施
設
に
す
る
こ
と
」
を

強
く
意
識
し
、具
体
的
な
構
想
を
固
め
て

い
っ
た
と
い
う
。

　
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
大
屋
先
生
は
、

い
く
つ
も
の
施
設
を
視
察
。
そ
の
な
か
に

の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
県
内
の
医
療

者
に
指
導
者
養
成
研
修
会
へ
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
重
視
し
て
い
る

の
は
、「
プ
ロ
の
医
療
者
と
し
て
ど
の
よ
う

に
患
者
さ
ん
と
接
し
、立
ち
居
振
る
舞
う

べ
き
か
を
知
る
」と
い
う
こ
と
。別
の
言
葉

で
い
え
ば“

医
療
者
魂”

の
会
得
で
す
。そ
の

た
め
、デ
ィ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
常
に
患
者

さ
ん
を
中
心
に
置
き
、医
療
者
が
ス
マ
ー
ト

に
動
け
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、患
者
さ
ん

に
と
っ
て
最
良
の
医
療
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
大
切
な
の
は
、指
導
者
が「
教
え

な
い
」
と
い
う
姿
勢
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
で
は
失
敗
が
許
さ
れ
ま
す
。「
そ
の

処
置
を
し
た
の
は
、な
ぜ
？
」「
根
拠
は
？
」

な
ど
と
振
り
返
っ
て
い
く
な
か
で
、「
こ
う

し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い…

」

と
い
う
学
習
者
の
学
び
を
導
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、そ
れ
が
一
つ
の
到
達
点
だ
と

私
は
評
価
し
ま
す
。学
習
者
自
ら
の
試
行

錯
誤
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
技
術
や
知
識

こ
そ
臨
床
で
の
実
践
力
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、県
外
の
医
療

者
も
よ
り
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
教
育

体
制
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
。そ

れ
と
、日
本
全
国
の
既
存
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ラ
ボ
等
の
稼
働
実
態
に

関
す
る
情
報
を
横
断
的
に
収
集
す
る
た
め
、

各
施
設
の
管
理
者
が
一
堂
に
会
す
る

“

サ
ミ
ッ
ト”

の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
が

実
現
で
き
れ
ば
、ソ
フ
ト
・ハ
ー
ド
の
資
源

を
地
域
単
位
で
共
有
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
裾
野

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
役
を
沖
縄
が
担
え

る
よ
う
、引
き
続
き
尽
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　
２
０
１
０
年
12
月
に
琉
球
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
沖
縄
と
の
最
初
の
出
会

い
で
す
。
わ
ず
か
２
日
間
の
日
程
で
し
た

が
、こ
ち
ら
の
県
民
性
で
し
ょ
う
か
、施
設

や
職
種
の
垣
根
を
越
え
、一
丸
と
な
っ
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
の
熱
意
に
打
た
れ
、赴
任
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
翌
年
４
月
、単
身
で
沖
縄
に
赴
任
。そ
の

１
年
後
に
当
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
す
る
ま
で
、

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
廊
下
・
階
段
等
の

設
計
上
の
工
夫
、壁
や
床
の
色
づ
か
い
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
、妥
協
す
る
こ

と
な
く
決
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
廊
下
や

階
段
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
っ
て
い
る
の

は
、県
内
の
す
べ
て
の
研
修
医
が
同
時
に

参
加
し
て
も
右
往
左
往
し
な
い
で
す
む

よ
う
に
す
る
た
め
。ま
た
、米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
、米
ハ
ワ
イ
大
学
の
支
援
を
受
け
、
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Real  SCENE.
医療の現場から。

Real  TALK.
医療の現場から。

1986年防衛医科大学高等看護学院卒業。循環器、救命
救急の臨床経験を経て看護教員へ。1997年から2006年
まで、聖徳大学、同大学大学院で教育を学び、小学校教員
免許、児童学博士取得。2006年東京医科大学病院クリニ
カルシミュレーションラボ専任管理者・助教。2011年琉球
大学医学部附属病院地域医療教育開発講座准教授就任。
2012年より現職。

外科的手術や救急医療、集中治療を再現できる
「シミュレーションルーム」、臓器の一部を
利用した外科的手技のトレーニングが行える
「ウェットラボ」、専門的に技術を学ぶ多目的な
「トレーニングルーム」を設置。各部屋にはコン
トロールルームとディブリーフィングルームも
用意されている。

ディブリーフィングは「教えない」スタイルで！
患者の視座に立てる“医療者魂”を伝えたい。

おきなわクリニカル  
シミュレーションセンター  副センター長
琉球大学医学部附属病院  
地域医療教育開発講座  教授

阿部 幸恵 先生

救命救急室・手術室・
集中治療室を再現

1 F

15のクリニカルトレーニングルームを備え、
各部屋はすべて中央のコントロールルームか
らマジックミラー越しに観察やシミュレータ
の操作が行えるようになっている。

新人の多重課題や医療チームでの
急変対応、１階の救命救急室、手
術室、集中治療室からの移送、病
床での処置など、さまざまな状況
下での対応を学ぶことができ
る。

病棟・外来診療室を再現

パターン1：病棟

客観的臨床能力試験や医療面接
などの練習、外来での対応などを
学ぶことができる。

パターン2：診察室

グループワークやシミュレーション
の振り返りを行うことができる。

パターン3：ディブリーフィング

2 F

講習会や集団トレーニングなど多目的に使用で
きるホールで、スクール形式であれば130名の
収容が可能。可動壁で部屋を2つに分けて使う
こともできる。
オープンスペースに設置されたリフレッシュコー
ナーは、休憩等に利用することはもちろん、打ち
合わせに使用することもできる。

多目的に使用できる大ホール

3 F

PROFILE
Yukie Abe

Okinawa Clinical Simulation Center

ちゅらSimのスタッフとともに
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国
内
最
大
規
模
を
誇
る「
お
き
な
わ

ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
ち
ゅ
らSim

）」が
２
０
１
２
年

３
月
、琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
敷

地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
厚
生
労
働
省
か

ら
の
地
域
医
療
再
生
基
金
に
基
づ
き
、

県
内
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

沖
縄
県
・
県
医
師
会
・
琉
球
大
学
が
一
丸
と

な
っ
て
開
設
し
た
も
の
だ
が
、構
想
段
階
か

ら
中
心
に
な
っ
て
牽
引
し
た
の
が
、現
在
、

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
大
屋
祐
輔
先
生
で

あ
る
。

　
ち
ゅ
らSim

が
つ
く
ら
れ
た
背
景
に
あ
っ

た
の
が
、地
域
医
療
崩
壊
に
対
す
る
強
い

危
機
感
だ
。厚
生
労
働
省
は
各
地
か
ら
あ

が
っ
た
悲
鳴
を
受
け
、医
学
部
の
定
員
増
、

休
職
医
師
の
復
職
支
援
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

活
用
な
ど
、矢
継
ぎ
早
に
施
策
を
打
ち
出

し
、順
次
、施
行
し
て
い
る
。し
か
し
、大
屋

先
生
を
は
じ
め
、沖
縄
県
の
医
療
関
係
者

の
な
か
に
は「
果
た
し
て
、そ
れ
だ
け
で
十

分
な
の
か
」と
の
疑
問
を
感
じ
た
人
が
少

な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
沖
縄
県
は
、医
師
の
確
保
と
定
着
に
関

し
て
、過
去
の
経
験
か
ら
教
育
研
修
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
強
く
認
識
し
て

き
た
そ
う
だ
。１
９
５
７
年
当
時
、沖
縄
県

出
身
で
奨
学
金
を
利
用
し
て
他
県
で
学
び

医
師
免
許
を
取
得
し
た
人
た
ち
は
、ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
沖
縄
県
に
戻
っ
て
き
た
。し

か
し
、１
９
６
５
年
に
な
る
と
、そ
の
数
は

半
減
し
、県
内
に
留
ま
ら
せ
て
お
く
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、県
立

中
部
病
院
が
米
ハ
ワ
イ
大
学
の
行
っ
て
い

た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
準
じ
た
研
修
医
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
の
を
機
に
、再
び

県
内
に
戻
っ
て
く
る
人
の
数
は
上
昇
に
転

じ
た
が
、そ
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

近
年
で
は
、２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

群
星
沖
縄（
臨
床
研
修
病
院
群
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）と
、琉
球
大
学
、県
立
病
院
、そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と

救
急
医
療
を
重
視
し
、現
場
主
義
で
研

修
医
を
育
て
て
、数
自
体
は
人
口
比
で

東
京
に
次
い
で
全
国
で
２
番
目
に
多
く

な
っ
た
。し
か
し
、こ
こ
で
も
５
年
を
経
過

す
る
と
残
っ
て
い
る
人
は
半
数
に
減
り
、

さ
ら
に
長
期
で
見
る
と
、減
少
傾
向
が

よ
り
一
層
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

PROFILE
Yusuke Ohya, MD, phD, FAHA

19 9 2年九州大学医学部卒業
後、同大学医学部附属病院にお
いて、高血圧、循環器疾患を専門
領域として臨床に従事。2002年
琉球大学医学部に准教授として
赴任。2009年より教授。現在、
おきなわクリニカルシミュレー
ションセンターのセンター長も
兼任。シミュレーション教育を軸
として、国内外の医療人の交流な
ど、センターのさまざまな可能性
を追求し続ける。

魅
力
あ
る
研
修
制
度
を
提
供
し

沖
縄
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
を
図
る
！

ア
ジ
ア
N
o.
１
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

チームワークの重要性を再認識！

大屋 祐輔 先生

おきなわクリニカルシミュレーションセンター  センター長
琉球大学大学院医学研究科 循環器・腎臓・神経内科学  教授

　Peter M. Winter Institute for Simulation Education 

and Research（WISER）, Pittsburghでの1年7ヵ月の

留学の集大成として、「The International Meeting on 

Simulation in Healthcare（IMSH）, Orlando, Florida, 

Jan 26th -30th 2013」に参加しました。

　プレカンファレンスコースとして行われたファカルティ

ディペロップメント（FD）シンポジウムにおいて、全体セッション

ではシミュレーションというより教育理論に重点が置かれ、

医療者教育のなかにも教育理論が必要であることを再認識

しました。さまざまなモデルや理論をすべてキャッチアップ

することはできませんでしたが、それらを意識しながら現場

教育を実践していくことが重要だと思いました。ワーク

ショップやレクチャーはより実践的な内容で、「In  S i t u  

S imulat ion: Staying Safe」では、臨床現場でシミュレー

ションを行う（In Situ Simulation）ときに懸念される点、

たとえばスケジューリング、ビデオ撮影の有無や撮影時の

患者さんへの配慮、使用する薬剤の取り扱いなどについて、

Dr. Robert Simon（Education Director, Center f o r  

Med ica l  Educat ion ,  Massachuset t s  General 

Hospital）が質問に答え、また皆で意見を出し合いました。

解決策はというとdepend（状況によりけり）になるのですが、

それぞれが行っている工夫は大変参考になるものでした。

　もう1つ楽しみにしていたプログラムは、Research :

「Whe re  Do  I  S t a r t ?」です。このIMSHで2つの演

題(Innovations in Simulation Research: International 

Journal Club, The Association of Leader Character-

istics with Critical Events and Survival during Crisis 

Team Tra in ing )を発表しましたが、浮かんでくる研究ア

イデアをどう実施していくのか疑問でした。このワークショ

ップでは自分の研究アイデアをワークシートを用いて

書き出し、同じようなテーマの参加者と議論しながら、Dr. 

MacGaghie（Loyola University Stritch School of 

Medic ine）やDr. Groom（Flor ida Internat ional  

University）から直接指導を受けることができました。学ん

だのは、はじめから完璧をめざして躊躇しないということ、そ

して、研究をするにはチームワークが必要だということです。

幸運なことに、帰国後、WISER、SimTikiとともに新たな研究

をスタートすることができました。すばらしいチームメンバー

に出会えたことがこの留学の最大の成果と実感しています。

　医学教育の展望と実践的で細やかな情報が得られ、大いに

知的欲求を刺激される学会でした。

シミュレーション教育に携わる方々への教育コースのご案内です。

SimCenterは、シミュレーション初心者から熟練したシナリオ開発者まで、すべてのユーザーがそ
れぞれの可能性を最大限に発揮するために役立つツールとサービスを提供し、シミュレーションを
かつてないほど簡単に、そして実りあるものにします。

ハワイ大学SimTikiシミュレーションセン

ターで開催されている指導者向け入門コース

の完全日本語版で、ハワイ大学とおきなわク

リニカルシミュレーションセンターから正式

な認定書が発行されます。シミュレーション

教育における指導の基本（概念、ディブリー

フィング、評価等）を、講義とシミュレータを

使用したシミュレーション体験（学習者およ

び指導者体験）から学びます。

■ SimViewとは？

■ SimViewの主な仕様

・使いやすいAV機器で構成されています。
・シミュレーショントレーニングを記録し、注釈
を追加できます。

・高い生産性を実現し、一対一または大人数を
対象とした学習に活用できます。

・効果的な評価が行えるよう、質の高いフィード
バックが提供されます。

■ SimViewの機能

SimViewは、複数のカメラおよびマイクと統合
するように設計されています。PCには十分な容
量があり、ユーザーが指定した外部の保管場所
を利用することもできます。

・同時使用が可能な4つのHDカメラ入力
・デジタルIP、アナログ、ならびにUSBカメラ
・PTZカメラ制御
・1つのデジタル音声入力

■ SimViewの特長

・遠隔地からのディブリーフィングを容易にします。
・4つのカメラのライブ映像と情報を表示できます。
・ウェブツールを使用して、どこからでもネット
ワーク上のディブリーフィングデータを閲覧す
ることができます。

・保存および検索のため、ディブリーフィン
グアーカイブを検索し閲覧することができ
ます。

レールダルでは、新製品の情報や
イベント案内、季刊誌RealL IFE
（年2回発行）など、皆様へのお役立
ち情報を定期的に配信しています。
購読を希望される方はWeb登録
フォームからお申し込みください。

APMSH 2013が上海で開催されます。レールダルは
メインスポンサーとして出展いたします。

海外の最先端を行くシミュレーション事情を
ぜひご視察ください。

展示会・イベントスケジュール

http://www.laerdal.com/

①

②

https://x262.secure.ne.jp/~x262007/laerdal/mailmagazine/

対象

次回開講予定

詳細とお申し込み方法はレールダルのサイトでご確認ください。

コースディレクター ……

レールダルマガジン配信中

募集定員 ……………… 36名（5-6グループ）

受講料 ………………… 70,000万円（税別）

ハワイ大学 SimTiki

Benjamin Berg先生

8/31（土）～ 9/ 1（日） 場所：東京慈恵会医科大学 
10/19（月）～10/20（火） 場所：沖縄県内（予定）
11/23（土）～11/24（日） 場所：東京慈恵会医科大学

琉球大学医学部附属病院
地域医療教育開発講座

阿部幸恵先生

臨床現場や教育機関で指導に携わり、
シミュレーション教育に興味をお持ちの方

「The International Meeting on Simulation in Healthcare（IMSH）, 
Orlando, Florida, Jan 26th - 30th 2013」に参加して

● 国内情報

第49回日本周産期・新生児医学会学術集会
パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

2 0 13 .7.14～7.16 .

む
り
ぶ
し

第45回日本医学教育学会大会
千葉大学亥鼻キャンパス（千葉県千葉市）

2 0 13 .7. 2 6～7. 2 7.　

日本災害看護学会 第15回年次大会 
札幌コンベンションセンター（北海道札幌市）

2 0 13 . 8 . 2 2～8 . 2 3 . 

第17回日本看護管理学会学術集会
東京ビックサイト（東京都江東区）

2 0 13 . 8 . 24～8 . 2 5 .   

第15回日本救急看護学会学術集会
福岡国際会議場（福岡県福岡市）

2 0 13 .10 .19～10 . 2 0 .  

第41回日本救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .10 . 2 1～10 . 2 3 .

第32回日本蘇生学会大会
内田洋行 ユビキタス協創広場  CANVAS東京（東京都中央区）

2 0 13 .11. 8～11.9 . 

第58回日本未熟児新生児学会・学術総会
石川県立音楽堂、ANAクラウンプラザホテル（石川県金沢市）

2 0 13 .11. 3 0～12 . 2 .

ERC（European Resuscitation Council）
Auditorium Maximum Jagiellonian University（ポーランド）

APMSH
（Asia Pacific Meeting on Simulation in Healthcare）
Grand Hyatt Shanghai hotel（上海）

2 0 13 .10 . 24～10 . 2 7.

2 0 13 .10 . 2 5～10 . 2 6 .

ご登録はこちらから

※詳細な仕様、利用できる装置や据付の選択は、営業担当者
　までお問い合わせください。

http://simhealth.com.au/

http://simhealth.com.au/register

AHA Ress & Scientific Session
Dallas Convention Center（アメリカ）

2 0 13 .11.16～11. 2 0 .

SimHealth 2013
Brisbane Convention Center and Exhibition（オーストラリア）

2 0 13 . 9 .16～9 . 2 0 .

第16回 日本臨床救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .7.12～7.13 .

獨協医科大学越谷病院
救急医療科

岩下 寛子 先生

SimTectと共同開催となります、今年のタイトルは、
“Crossing Boundaries”
レールダル メディカル社はプラチナスポンサーとして
出展いたします。

シミュレーションを成功させるための環境を作り出します

SimViewTM

SimViewは、実施したシミュレーションを録画
し、再生して分析することができ、トレーニング内
容を細部にいたるまで評価することができます。

学習の成果を改善するためのディブリーフィングデータの共有

（編集部注）IMSHのアジア・太平洋地域の大会「The Asia-Pacific Meeting on 
　　　　　　Simulation in Healthcare（APMSH）」が本年10月24日から27日に
　　　　　 かけて、上海で開催されます。

※獨協医科大学越谷病院 救急医療科の岩下寛子先生よりIMSH 2013に参加した際の所感をご寄稿いただきました。

レールダル広報誌 購読のお申込

・定期購読のお申込：登録フォームへ
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1. FunSimJ
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（Fundamental Simulation Instructional Methods for Japanese）
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Real  SCENE.
医療の現場から。

The Asia-Pacific Meeting on 
Simulation in Healthcare

Shanghai ,  China
October 24-27 ,  2013

SimHealth 2013
Brisbane Australia
September 16-20 ,  2013

ご登録はこちらから
http://www.apmsh2013.com/

● 海外情報
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　Peter M. Winter Institute for Simulation Education 

and Research（WISER）, Pittsburghでの1年7ヵ月の

留学の集大成として、「The International Meeting on 

Simulation in Healthcare（IMSH）, Orlando, Florida, 

Jan 26th -30th 2013」に参加しました。

　プレカンファレンスコースとして行われたファカルティ

ディペロップメント（FD）シンポジウムにおいて、全体セッション

ではシミュレーションというより教育理論に重点が置かれ、

医療者教育のなかにも教育理論が必要であることを再認識

しました。さまざまなモデルや理論をすべてキャッチアップ

することはできませんでしたが、それらを意識しながら現場

教育を実践していくことが重要だと思いました。ワーク

ショップやレクチャーはより実践的な内容で、「In  S i t u  

S imulat ion: Staying Safe」では、臨床現場でシミュレー

ションを行う（In Situ Simulation）ときに懸念される点、

たとえばスケジューリング、ビデオ撮影の有無や撮影時の

患者さんへの配慮、使用する薬剤の取り扱いなどについて、

Dr. Robert Simon（Education Director, Center f o r  

Med ica l  Educat ion ,  Massachuset t s  General 

Hospital）が質問に答え、また皆で意見を出し合いました。

解決策はというとdepend（状況によりけり）になるのですが、

それぞれが行っている工夫は大変参考になるものでした。

　もう1つ楽しみにしていたプログラムは、Research :

「Whe re  Do  I  S t a r t ?」です。このIMSHで2つの演

題(Innovations in Simulation Research: International 

Journal Club, The Association of Leader Character-

istics with Critical Events and Survival during Crisis 

Team Tra in ing )を発表しましたが、浮かんでくる研究ア

イデアをどう実施していくのか疑問でした。このワークショ

ップでは自分の研究アイデアをワークシートを用いて

書き出し、同じようなテーマの参加者と議論しながら、Dr. 

MacGaghie（Loyola University Stritch School of 

Medic ine）やDr. Groom（Flor ida Internat ional  

University）から直接指導を受けることができました。学ん

だのは、はじめから完璧をめざして躊躇しないということ、そ

して、研究をするにはチームワークが必要だということです。

幸運なことに、帰国後、WISER、SimTikiとともに新たな研究

をスタートすることができました。すばらしいチームメンバー

に出会えたことがこの留学の最大の成果と実感しています。

　医学教育の展望と実践的で細やかな情報が得られ、大いに

知的欲求を刺激される学会でした。

シミュレーション教育に携わる方々への教育コースのご案内です。

SimCenterは、シミュレーション初心者から熟練したシナリオ開発者まで、すべてのユーザーがそ
れぞれの可能性を最大限に発揮するために役立つツールとサービスを提供し、シミュレーションを
かつてないほど簡単に、そして実りあるものにします。

ハワイ大学SimTikiシミュレーションセン

ターで開催されている指導者向け入門コース

の完全日本語版で、ハワイ大学とおきなわク

リニカルシミュレーションセンターから正式

な認定書が発行されます。シミュレーション

教育における指導の基本（概念、ディブリー

フィング、評価等）を、講義とシミュレータを

使用したシミュレーション体験（学習者およ

び指導者体験）から学びます。

■ SimViewとは？

■ SimViewの主な仕様

・使いやすいAV機器で構成されています。
・シミュレーショントレーニングを記録し、注釈
を追加できます。

・高い生産性を実現し、一対一または大人数を
対象とした学習に活用できます。

・効果的な評価が行えるよう、質の高いフィード
バックが提供されます。

■ SimViewの機能

SimViewは、複数のカメラおよびマイクと統合
するように設計されています。PCには十分な容
量があり、ユーザーが指定した外部の保管場所
を利用することもできます。

・同時使用が可能な4つのHDカメラ入力
・デジタルIP、アナログ、ならびにUSBカメラ
・PTZカメラ制御
・1つのデジタル音声入力

■ SimViewの特長

・遠隔地からのディブリーフィングを容易にします。
・4つのカメラのライブ映像と情報を表示できます。
・ウェブツールを使用して、どこからでもネット
ワーク上のディブリーフィングデータを閲覧す
ることができます。

・保存および検索のため、ディブリーフィン
グアーカイブを検索し閲覧することができ
ます。

レールダルでは、新製品の情報や
イベント案内、季刊誌RealL IFE
（年2回発行）など、皆様へのお役立
ち情報を定期的に配信しています。
購読を希望される方はWeb登録
フォームからお申し込みください。

APMSH 2013が上海で開催されます。レールダルは
メインスポンサーとして出展いたします。

海外の最先端を行くシミュレーション事情を
ぜひご視察ください。

展示会・イベントスケジュール

http://www.laerdal.com/

①

②

https://x262.secure.ne.jp/~x262007/laerdal/mailmagazine/

対象

次回開講予定

詳細とお申し込み方法はレールダルのサイトでご確認ください。

コースディレクター ……

レールダルマガジン配信中

募集定員 ……………… 36名（5-6グループ）

受講料 ………………… 70,000万円（税別）

ハワイ大学 SimTiki

Benjamin Berg先生

8/31（土）～ 9/ 1（日） 場所：東京慈恵会医科大学 
10/19（土）～10/20（日） 場所：沖縄県内
11/23（土）～11/24（日） 場所：東京慈恵会医科大学

琉球大学医学部附属病院
地域医療教育開発講座

阿部幸恵先生

臨床現場や教育機関で指導に携わり、
シミュレーション教育に興味をお持ちの方

「The International Meeting on Simulation in Healthcare（IMSH）, 
Orlando, Florida, Jan 26th - 30th 2013」に参加して

● 国内情報

第49回日本周産期・新生児医学会学術集会
パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

2 0 13 .7.14～7.16 .

む
り
ぶ
し

第45回日本医学教育学会大会
千葉大学亥鼻キャンパス（千葉県千葉市）

2 0 13 .7. 2 6～7. 2 7.　

日本災害看護学会 第15回年次大会 
札幌コンベンションセンター（北海道札幌市）

2 0 13 . 8 . 2 2～8 . 2 3 . 

第17回日本看護管理学会学術集会
東京ビックサイト（東京都江東区）

2 0 13 . 8 . 24～8 . 2 5 .   

第15回日本救急看護学会学術集会
福岡国際会議場（福岡県福岡市）

2 0 13 .10 .19～10 . 2 0 .  

第41回日本救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .10 . 2 1～10 . 2 3 .

第32回日本蘇生学会大会
内田洋行 ユビキタス協創広場  CANVAS東京（東京都中央区）

2 0 13 .11. 8～11.9 . 

第58回日本未熟児新生児学会・学術総会
石川県立音楽堂、ANAクラウンプラザホテル（石川県金沢市）

2 0 13 .11. 3 0～12 . 2 .

ERC（European Resuscitation Council）
Auditorium Maximum Jagiellonian University（ポーランド）

APMSH
（Asia Pacific Meeting on Simulation in Healthcare）
Grand Hyatt Shanghai hotel（上海）

2 0 13 .10 . 24～10 . 2 7.

2 0 13 .10 . 2 5～10 . 2 6 .

ご登録はこちらから

※詳細な仕様、利用できる装置や据付の選択は、営業担当者
　までお問い合わせください。

http://simhealth.com.au/

http://simhealth.com.au/register

AHA Ress & Scientific Session
Dallas Convention Center（アメリカ）

2 0 13 .11.16～11. 2 0 .

SimHealth 2013
Brisbane Convention Center and Exhibition（オーストラリア）

2 0 13 . 9 .16～9 . 2 0 .

第16回 日本臨床救急医学会総会・学術集会
東京国際フォーラム（東京都千代田区）

2 0 13 .7.12～7.13 .

獨協医科大学越谷病院
救急医療科

岩下 寛子 先生

SimTectと共同開催となります、今年のタイトルは、
“Crossing Boundaries”
レールダル メディカル社はプラチナスポンサーとして
出展いたします。

シミュレーションを成功させるための環境を作り出します

SimViewTM

SimViewは、実施したシミュレーションを録画
し、再生して分析することができ、トレーニング内
容を細部にいたるまで評価することができます。

学習の成果を改善するためのディブリーフィングデータの共有

（編集部注）IMSHのアジア・太平洋地域の大会「The Asia-Pacific Meeting on 
　　　　　　Simulation in Healthcare（APMSH）」が本年10月24日から27日に
　　　　　 かけて、上海で開催されます。

※獨協医科大学越谷病院 救急医療科の岩下寛子先生よりIMSH 2013に参加した際の所感をご寄稿いただきました。

レールダル広報誌 購読のお申込

・定期購読のお申込：登録フォームへ


